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研究成果の概要（和文）：本研究では視覚障害者の体力の現状を明らかにするとともに、学校体

育やスポーツ現場で視覚障害による体力測定結果の不利や悪影響をなくすために、その測定方

法について検討することを目的とした。視覚障害者の体力は晴眼者に比べて低い傾向にあり、

障害が重度の盲者のほうが弱視者よりも低い傾向にあった。また、晴眼者と同様に運動・スポ

ーツ実施の有無が体力の高低に影響していることが示唆された。体力測定方法については、学

校現場で行われている文部科学省新体力テストのうち、視覚的情報が必要となる反復横とびは

バーピー・テストで代用でき、20m シャトルランは適切な伴走、あるいは適切な聴覚情報や触

覚情報の提供で測定できることが示唆された。 

 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to clarify the features of the physical 
fitness level of people with visual impairment and blindness and the measurement methods 
for them. The fitness level of visually-impaired people is lower than that of sighted 
people, especially in the blind people. In visually-impaired people the fitness level 
is higher in the group having the habit of sport activity than that of the group which 
does not have it. In school fitness level quickness test it is suitable for blind people 
to use the Burpee Test which does not require visual information, rather than the Side 
Step Test which requires visual information. Also, to measure the endurance fitness with 
20m Shuttle Run Test the support by a guide runner or use of appropriate auditory 
information is recommended. 
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１．研究開始当初の背景 
 障害のある人々が健康で活力にあふれた

生活を送るためには、健康・体力の維持・増
進を図ることが大切であり、そのためには、
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まず体力の現状を把握することが重要とな
る。 

視覚障害者についてみると、その障害の特
性上、単独での移動に困難があり、運動不足
になりやすいと考えられ、体力が低い可能性
がある。これまでに視覚障害者の体力に関す
る報告として、晴眼者よりも低いといった報
告が散見されている。しかし、それらは児
童・生徒を対象にした報告がほとんどであり、
様々な年齢層の視覚障害者を対象にした報
告はあまりみられない。また、体力レベルに
は身体活動状況が大きく影響するが、視覚障
害者の体力について、対象者の運動実施状況
を勘案して検討された報告もほとんどみら
れない。 

さらに、障害者の体力・運動能力の測定で
は、その障害内容や程度により健常者と同じ
方法で測定することが難しい場合があるが、
現在障害者の体力を的確に測定する方法は
確立されていない。視覚障害者について考え
ると、視覚的な情報を必要とする測定項目を
そのままのやり方で適用した場合、障害によ
る不利によって体力を低く判定してしまう
可能性があり、対象者の体力を正しく判定し
たことにはならない。また体力測定において
は、専門的で高価な機器を用いた測定ができ
るのが理想であるが、学校現場ではそのよう
な機器を用いることは現実には難しく、一般
的には文部科学省の新体力テストを用いた
測定が行われている。この新体力テストは、
個人の体力レベルの相対的評価も可能であ
るため、その有用性は高い。しかし、視覚的
な情報が必要となる測定項目も含まれてお
り、視覚障害者における体力測定方法の妥当
性に関して疑問が生じてくるが、これまでに
新体力テストを用いた視覚障害者の体力測
定方法についての検討は、ほとんど行われて
いない。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、様々な年齢層や身体活動状況
の視覚障害者の体力の現状を明らかにする
とともに、学校体育やスポーツ現場で視覚障
害による体力測定結果の不利や悪影響をな
くすために、その測定方法についての検討を
行うことを目的とする。各研究目的の詳細は
以下の通りである。 

 
（1）視覚障害者の体力の現状に関する研究 

様々な年齢層の視覚障害者を対象として、
文部科学省新体力テストによる体力レベル
を明らかにする。また過去や現在の体育・ス
ポーツ活動について調査し、視覚障害者の体
力の現状と身体活動経験との関連を明らか
にする。 

 
（2）視覚障害者の体力測定方法に関する研

究 
①視覚特別支援学校における体力測定方

法を調査する。 
②体力テストの妥当性に関する検討を行

う。文部科学省新体力テスト項目のうち、特
に視覚的な情報が必要となる敏捷性を測定
する反復横とびや全身持久力を測定する 20m
シャトルランの妥当性や代替項目について
検討する。 

 
３．研究の方法 
（1）視覚障害者の体力の現状に関する研究 

視覚に障害がある青年（20歳前後）および
成人（30 才代～60 才代）を対象に、対象者
の属性（性別、年齢、視覚障害の程度：盲ま
たは弱視）を調査し、文部科学省新体力テス
ト（握力、上体起こし、長座体前屈、反復横
とび、20mシャトルラン、立幅とび）を実施
する。また、対象者の過去や現在のスポーツ
活動状況の調査を行い、体力テストの結果と
の関連を検討する。 
 
（2）視覚障害者の体力測定方法に関する研
究 
①視覚特別支援学校における体力測定方法
の実態調査 

視覚特別支援学校の体育教員に対して体
力テスト項目や測定方法、測定上での配慮方
法についてのアンケート調査を行う。 
②体力テストの妥当性に関する検討 

文部科学省新体力テストの６項目のうち、
測定において視覚的情報を必要とする反復
横とびと 20mシャトルランについての検討を
行う。 
１）反復横とびに関する検討 

反復横とびは敏捷性の測定項目であるた
め、専門的な測定機器を用いての測定（音刺
激による全身反応時間の測定）の結果と反復
横とびの測定結果について、晴眼者、弱視者、
盲者における関連を検討する。また、他の敏
捷性の測定項目のうち、学校現場で測定しや
すく視覚情報を用いない測定方法であるバ
ーピー・テストの有用性について検討する。 
２）20ｍシャトルランについての検討 

晴眼者と盲者を対象に、全身持久力の専門
的な測定方法であり、測定に視覚的な情報を
必要としない自転車エルゴメーターを用い
た最大下漸増負荷テストを実施し、推定最大
酸素摂取量を求める。その結果と 20ｍシャト
ルランによって求められる推定最大酸素摂
取量との関連を検討する。また、盲者を対象
に、20ｍシャトルランを実施する場合に望ま
れる配慮や情報保障方法についての調査を
行う。 
 
４．研究成果 
（1）視覚障害者の体力の現状に関する研究 



 

 

視覚障害学生や成人視覚障害者（30才～65
才）を対象に、文部科学省新体力テストを用
いて体力測定を行った。その結果、視覚障害
学生では男女ともに、平均でみると文部科学
省が公表している晴眼学生 19 才の結果より
も全ての項目で低値を示していた。特に、筋
力や全身持久力で低い傾向にあった。視覚障
害学生の中でみると、障害の程度が軽い弱視
学生のほうが重度の盲学生よりも多くの項
目で高い値を示していた。また、運動経験を
もとにみると、弱視学生、盲学生ともに小学
校から高校において課外の運動部活動を 4年
以上経験した者は、しなかった者よりも体力
が高い傾向があった（図１、図２）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ 視覚障害学生の筋力（握力） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２ 視覚障害学生の全身持久力（20mシャトルラン） 

 
 

また成人の視覚障害者の体力測定結果は、
A～Eの５段階で判定される総合評価が D以下
で、体力年齢が実年齢よりも 20 才から 40 才
程度高い判定をされる者が多いが、日常的に
ランニングを行っている盲人ランナーなど
のスポーツ活動群の中には、総合評価が Aや
B 評価で体力年齢が実年齢よりも若い対象者
が存在していた。 

このことから、視覚障害者は全般的に、晴
眼者に比べて体力レベルが低い傾向にある
こと、また、晴眼者同様、定期的な身体活動
の有無が体力の高低に影響していることが

示唆された。 
 

(2)視覚障害者の体力測定方法に関する研究 

①視覚特別支援学校における体力測定方法
の実態調査 

視覚特別支援学校の体育教員に対し、体力
測定方法について面談調査を行ったところ、
現在、視覚特別支援学校（旧・盲学校）体育
連盟では、敏捷性の測定項目として反復横と
びは用いず、バーピー・テストで代用してい
ることがわかった。また、体力測定における
配慮法は各学校で対象学生に合わせて行っ
ている場合が多く、20ｍシャトルランでは教
員が伴走したり音源を用いるなどの配慮を
行っていた。 
②体力テストの妥当性に関する検討 
１） 反復横とびに関する検討 

まず、視覚障害者を対象に文部科学省新体
力テストの反復横とびと専門的な測定機器
を用いての測定（音刺激による全身反応時間
の測定）を行った。その結果、盲者において
は反復横とびの測定結果は弱視者に比べて
低いが、全身反応時間の測定結果は弱視者と
の差が見られず、盲者における敏捷性が弱視
者に比べて低いわけではないことが示唆さ
れた。また弱視者では反復横とびと全身反応
時間の測定結果に有意な相関が認められた
が、盲者では認められなかった。このことか
ら、盲者における反復横とびを用いた敏捷性
の測定は、妥当性が低い可能性が示唆された。 

次に、多くの視覚特別支援学校で敏捷性の
測定方法として用いられているバーピー・テ
ストと反復横とびの関連について、晴眼者を
対象に測定したところ、晴眼者では男女とも
に両者に有意な相関が認められた。 

ｙ=24.28+4.395ｘ（ｙ：反復横とびの予測
値、ｘ：バーピー・テストの結果） 

視覚情報を使いにくい視覚障害者におい
ては、この回帰式を用いて、視覚的に不利が
無い状態で反復横とびを実施した場合の予
測値を求めることができると考えられ、そう
することで晴眼者と同様に、各自の相対的な
体力レベルを把握することができるように
なることが示唆された。 
２)20ｍシャトルランについての検討 

晴眼者と盲者を対象に、自転車エルゴメー
ターを用いた最大下漸増負荷テストによっ
て求められる推定最大酸素摂取量と 20ｍシ
ャトルランによって求められる推定最大酸
素摂取量の関係を検討した。その結果、晴眼
者、盲者ともに両者に有意な相関が認められ
た。このことから、学校現場における全身持
久力の測定では、視覚障害者、特に盲者にお
いても 20ｍシャトルランによる測定方法が
妥当なものであることが示唆された。 

また、盲者に対して 20ｍシャトルランを実
施する場合に望まれる配慮や情報保障方法



 

 

について調査した結果、安全が確保される環
境で、経験ある伴走者がついての実施、ある
いは適切な聴覚情報（視覚情報を保障する音
声や音源の設置）や、触覚情報（足裏の感覚
でラインをわかりやすくする等）を用意する
ことで、特に問題なく測定が実施できると考
えていることがわかった。 
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